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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 227 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H23 H30

件/年 H24 H30

％ H25 H30周辺施設回遊割合
恵那峡に訪れる観光客数のうち、恵那峡に点在する

観光資源を回遊する観光客数の割合

恵那峡の自然・文化資源（傘岩、弁天島、大井ダム等）を快適・安全に回
遊できる整備（散策路整備、水辺整備、案内サイン整備等）を推進し、恵
那峡の魅力を身近に感じられる空間の創出を目指す。

13 20

恵那峡の観光入込客数 恵那峡に訪れた年間の観光客数
自然が身近に感じれる空間の創出や恵那峡へのアクセス環境の向上
を図ることで、恵那峡の観光客の増加を目指す。 509,101 560,000

イベント開催回数 恵那峡周辺における年間のイベント回数

恵那峡周辺の店舗などの関係者が主体となった取組み内容を検討
し、ハード整備との相乗効果による魅力な恵那峡の実現に向け、継続
的なイベント開催を目指す。

1 7

大目標：恵那峡の豊かな自然と文化が織り成すにぎわい空間づくり
　　小目標：①恵那峡の渓谷美と豊かな自然や情緒を誰もが身近に感じられる空間形成を図る
　　小目標：②自然や文化を活用した交流を促進し、持続的な恵那峡のにぎわい創出を図る
　　小目標：③恵那峡や恵那峡周辺の観光資源を誰もが快適・安全にアクセスできる環境の創出を図る

【恵那峡の概要】
■恵那峡は、名古屋市から1時間、約７０kmの距離にあり、最寄のＪＲ恵那駅や高速道路恵那ICから約５km程の距離に位置する。「電力王」福沢桃介によって木曽川の急流をせき止めて創り上げられた大井ダムによってできた人口湖であり、湖の両岸には、
屏風岩、軍艦岩、品の字岩、獅子岩などの称される奇岩・怪岩が立ち並び、それらを遊覧船から眺めることができる景勝地となっている。
■また、さざなみ公園をはじめとする恵那峡一帯は、春には桜や藤が咲き、夏には濃緑に赤い恵那峡大橋が映え、秋にはもみじや楓などが湖面を彩り、冬にはオシドリやムクドリが飛来しバードウォッチングが出来るなど、四季を通じて自然を楽しむことので
きる自然環境に恵まれた岐阜県を代表する観光地として全国に知られている。また、日本初の発電用ダム「大井ダム」の建設により生まれた渓谷美は、木曽川沿いの雄大な自然と相まって、多くの観光客をもてなしてきた。
【恵那峡周辺の経緯】
■恵那峡周辺は、平成2年度から5年度にかけて恵那峡ルネッサンス事業として、基本的なインフラ整備とさざなみ公園周辺の整備が行われ、整備した当時は、年間100万人以上の観光客が訪れる観光地として栄えていたが、その後は観光客が減少し、現
在では年間50万人を下回りピーク時の半分以下となっている。

【恵那峡周辺の現況】
■恵那峡周辺は、平成5年の整備当時から定期的な維持管理が実施されているのものの、各種施設の老朽化等により来訪者に魅力的なもてなし環境が提供できていない状況にある。また、恵那峡近辺に店舗を構える食堂やお土産店なども、店主の高齢
化や店舗の老朽化が進んでおり、来訪者に対する魅力が低下している状況である。
■恵那峡の自然景観を望む湖畔は、来訪者がその美しさを身近に感じられる植生や眺望環境が提供できていない状況である。
■湖畔をとりまく山林環境は、倒木や雑木林がそのままの状態となっているため、沿道からの湖畔の眺望が確保されてない状態であり、さざなみ公園周辺についても、植栽した樹木の伐採や植替えなど、恵那峡全体の自然環境の整備が望まれている。
■恵那峡では、現在、春のさくら祭りや夏の花火といったイベントが開催されている。近年、観光の取組みとして物産展等の地元食材を生かした食や文化のイベントに関心が高まっているなか、現在、恵那峡周辺の店舗関係者を中心とした（仮称）恵那峡活
性化委員会を組織し、恵那峡の誘客につながるイベントの開催を検討しているところである。しかし、イベント時における多目的なイベントスペースや休憩施設のほか、トイレ等の施設が十分に確保されていないなど、現況では恵那峡の魅力向上に向けたイ
ベントの充実・拡充に向けた施設整備が不十分な状況である。
■恵那峡周辺には、恵那峡に近接している位置に駐車場が１箇所設置されているのみで、春や秋などの繁忙期などは容量が不足している状況である。また、自動車でのアクセスの場合は、中央自動車道の恵那IC及び国道１９号からのアクセスとなるが、現
状では恵那峡周辺までの案内誘導が十分でない状況である。
■恵那峡周辺には、観光ホテルが数店舗立地しているほか、大井ダムや傘岩等の観光資源が点在しているが、それらの点在する資源を快適に周遊できるルートが確保されていないなど、散策環境が十分に提供できていない状況にある。

●渓谷美、花や木々、湖畔など、恵那峡がもつ豊かな自然が織り成す風景や情緒を誰もが身近に感じられる植樹環境や眺望空間等の創出のほか、恵那峡周辺に点在する歴史・文化資源の一体的な魅力向上が必要。
●自然豊かな恵那峡のポテンシャルを活かしたにぎわいの創出に向け、地域の主体的な活動による食や体験などの取組みを促進するほか、取組みの促進につながるイベントスペースや休憩施設等の確保が必要。
●観光客が快適に恵那峡周辺へアクセスできる交通環境を確保するほか、恵那峡周辺に点在する観光資源を安全・快適に周遊できる散策路や案内誘導施設などの周遊環境を創出することが必要。

（総合計画における将来ビジョン）
○多様化する観光ニーズに対応した魅力ある再生に努めるとともに、観光地として商品化に取り組み、外国人観光客を含めた誘客を図る。
○恵那峡および大井ダム周辺の新たな観光ルートパンフレットづくりへの取り組みを進める。
（都市マスタープランにおける将来ビジョン）
○恵那峡を「観光・交流拠点」と位置付け、自然環境や歴史文化資源の保全と活用を進め、地域資源を生かした都市と農村の交流拠点づくりを進める。
○水辺環境の保全と観光・交流拠点としての機能強化に向けた整備として、生活排水や工場排水の定期的な監視や水質検査を通じて水質の保全を図るとともに、身近な水辺空間としての整備や観光・レクリエーションの場としての活用を図る。
（観光まちづくり指針における将来ビジョン）
○観光客を受け入れる基盤となるトイレや町並み景観の整備を進めるとともに、誰もが安心して快適に観光が楽しめるよう案内サインや観光施設等のバリアフリー化を図る。
○地域内の連携を強めつつ、来訪者の移動を確保するため、公共交通の充実をはじめ、多様な移動手段の充実を図る。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 岐阜県 恵那市 恵那峡周辺地区

計画期間 交付期間 30



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

■関係者主体のまちづくり活動の促進
　・当該計画の施策検討にあたっては、恵那市観光協会や恵那峡周辺店舗の関係者等で組織した「恵那峡活性化委員会」によって取組の内容を議論した。その結果を踏まえ、事業として整理したものであり、本事業で実施するハード整備とともに、
関係者主体による、持続的なまちづくりへの展開が望まれる。

方針に合致する主要な事業
■整備方針１
・恵那峡の渓谷美と豊かな自然や情緒を誰もが身近に感じられる空間の形成に向け、既存のさざなみ公園や藤棚広場を整備・改良するほか、交流の場
として新たに広場などの整備を推進する。また、来訪した観光客がスムーズに恵那峡にたどり着けるように案内誘導施設を充実させる。

■基幹事業
・公園：さざなみ公園整備
・地域生活基盤施設（広場）：藤棚広場の整備
・地域生活基盤施設（広場）：広場整備（湖楽園前）
・地域生活基盤施設（駐車場）：第２駐車場整備
・地域生活基盤施設（情報板）：案内サイン整備
・高質空間形成施設（緑化施設等）：散策路整備
□提案事業
・地域創造支援事業：森林及び散策路整備
・地域創造支援事業：弁天島整備
・地域創造支援事業：傘岩周辺整備

■整備方針２
・地域性を生かした食と文化の交流・体験を促進し、持続的な恵那峡のにぎわい創出を図るため、取組実施の際に必要となるスペースや休憩所等の各種
施設を整備するほか、日常的な交流を視野に入れた取組みの推進を図る。

■基幹事業
・公園：さざなみ公園整備
・地域生活基盤施設（広場）：藤棚広場の整備
・地域生活基盤施設（広場）：広場整備（湖楽園前）
・地域生活基盤施設（駐車場）：第２駐車場整備
□提案事業
・地域創造支援事業：弁天島整備
・地域創造支援事業：食と文化の交流イベント開催
・地域創造支援事業：自然環境美化活動

■整備方針３
・恵那峡や恵那峡周辺の観光資源を誰もが快適に周遊できる環境を提供するため、さざなみ公園内の周遊ルートを創出するほか、大井ダムや傘岩等の
恵那峡周辺の資源へも安全・快適に移動できる歩行空間を整備する。

■基幹事業
・地域生活基盤施設（駐車場）：第２駐車場整備
・地域生活基盤施設（情報板）：案内サイン整備
・高質空間形成施設（緑化施設等）：散策路整備
□提案事業
・地域創造支援事業：森林及び散策路整備
・地域創造支援事業：弁天島整備
・地域創造支援事業：傘岩周辺整備



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路（街路）

公園 さざなみ公園整備 恵那市 直 A= 21,320㎡ H27 H29 H26 H29 240.7 240.7 240.7 238.3

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設（広場） 恵那市 直 A=3,460㎡ H27 H30 H27 H30 167.4 167.4 167.4 166.9

地域生活基盤施設（広場） 広場整備（湖楽園前） 恵那市 直 A=1,793㎡ H29 H30 H29 H30 275.3 275.3 275.3 272.9

地域生活基盤施設（駐車場） 恵那市 直 A=2,280㎡ H27 H27 H27 H27 17.0 17.0 17.0 4.3

地域生活基盤施設（情報板） 恵那市 直 41箇所 H30 H30 H30 H30 13.1 13.1 13.1 13.1

高質空間形成施設（緑化施設等） 恵那市 直 L=640ｍ H28 H30 H29 H30 40.3 40.3 40.3 40.3

高質空間形成施設（緑化施設等）

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 753.8 753.8 753.8 735.8 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
恵那市 直 A=2.1ha H26 H29 H26 H29 71.2 71.2 71.2 71.2

恵那峡 恵那市 直 A=460㎡ H27 H30 H30 H30 10.0 10.0 10.0 10.0

恵那峡 恵那市 直 - H29 H30 H29 H30 7.0 7.0 7.0 7.0

恵那市 直 － H30 H30 H30 H30 3.5 3.5 3.5 3.5

－

民間 間 － H29 H30 H30 H30 1.0 1.0 1.0 1.0

民間 間 － H29 H30 H29 H30 4.0 4.0 4.0 4.0

合計 96.7 96.7 96.7 96.7 …B
合計(A+B) 832.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

食と文化の交流イベント開催 恵那峡

自然環境美化活動 恵那峡

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

森林及び散策路整備 恵那峡

弁天島整備

傘岩周辺整備

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

案内サイン整備

散策路整備

藤棚広場の整備

第２駐車場整備

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 832.5 交付限度額 333.0 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

　恵那峡周辺地区（岐阜県恵那市） 面積 227 ha 区域 大井町の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

恵那峡周辺地区 227（ha）




